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宮
寺
「
重
闢
茶
塲
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

入
間
○
二

重
闢
茶
塲
碑

松
平
定
常

林
韑

卷
大
任

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

窪
世
昌

一
八
三
二
・
天
保
三

宮
寺
南
中
野

出
雲
祝
神
社

一
八
三
六
・
天
保
七

一
．
は
じ
め
に

埼
玉
の
地
に
は
か
つ
て
河
越
茶
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
茶
業
は
廃
れ
た
。
そ
の
後
文
化
文
政
期
に
狹
山

宮
寺
郷
の
村
野
盛
政
ら
が
再
興
を
は
か
り
、
お
よ
そ
三
十
年
後
に
は
、
茶
業
を
営
む
者
が
数
十
戸
に
達
す

る
と
い
う
隆
盛
を
見
た
。
そ
こ
で
茶
業
家
達
が
、
先
達
で
あ
る
村
野
ら
の
功
績
を
顕
彰
し
よ
う
と
し
て
、

宮
寺
の
出
雲
祝
神
社
境
内
に
造
立
し
た
の
が
、
「
重
闢
茶
塲
碑
」
で
あ
る
。
頌
徳
碑
で
あ
る
が
、
産
業
碑

で
あ
る
と
も
い
え
る
。

狭
山
の
茶
業
に
関
す
る
石
碑
は
、
こ
の
碑
の
他
に
、
同
じ
宮
寺
に
一
基
、
金
子
地
区
に
二
基
、
東
京
都

瑞
穂
町
に
一
基
あ
り
、
碑
記
の
無
い
石
碑
が
、
青
梅
市
と
川
越
喜
多
院
に
そ
れ
ぞ
れ
一
基
あ
る
。
本
石
碑

は
、
そ
れ
ら
茶
業
碑
群
の
劈
頭
を
飾
る
も
の
で
あ
り
、
石
碑
群
作
成
を
誘
発
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
と
訳
注

（
正
面
）

■
翻
刻

●
題
額
（
隷
書
体
）

重
闢

茶
塲

碑



- 3 -

●
碑
記

重
闢
茶
塲
碑
記

前
縫
殿
頭
松
平
㝎
常
題
額

州
北
河
越
之
野
有
狭
山
跨
于
多
磨
入
閒
二
郡
古
出
名
茶
傳
言
釋
榮
西
甞
入
宋
逮

建
乆
中
歸
憬
携
茶
種
始
蒔
之
筑
前
背
振
山
至
其
徒
髙
辨
普
殖
之
畿
道
相
地
之
冝

㝎
為
五
塲
河
越
其
一
也
然
而
模
月
之
乆
茶
戸
衰
替
佳
種
蕪
没
漁
灌
莽
深
荊
之
閒

矣
其
他
各
塲
培
養
失
法
製
亦
不
精
惟
宇
治
擅
其
名
為
諸
州
之
冠
而
已
逮
文
政
中

郷
之
著
姓
村
野
氏
盛
政
吉
川
氏
温
恭
與
江
戸
山
夲
氏
徳
潤
脂
議
重
闢
塲
于
狭
山

之
麓
欲
以
興
數
百
年
之
癈
鄰
曲
為
之
随
種
者
數
十
戸
用
力
培
殖
逐
次
蕃
滋
模
収

若
干
斤
佳
嘘
日
著
製
益
精
絶
而
狭
山
之
産
復
□
彰
於
今
云
屬
者
郷
民
介
上
田
文

□
需
予
記
其
事
予
素
有
陸
盧
之
嗜
心
喜
其
舉
乃
謂
茶
之
為
物
蘊
風
露
清
虚
之
粹

鍾
雲
山
竒
秀
之
精
滌
譯
破
悶
驅
睡
解
酲
滋
味
甘
香
其
功
不
為
少
羅
翌
倫
曰
漁
務

學
勤
政
未
必
無
助
蘇
子
瞻
曰
煩
膩
既
去
而
脾
胃
不
凡
二
公
之
語
洵
為
知
言
然
則

不
特
風
騷
之
賞
雖
紆
青
拖
紫
之
輩
亦
不
可
一
日
無
云
味
也
豈
與
彼
種
秫
釀
酒
令
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人
華
狂
而
葉
病
者
可
同
日
而
語
㦲
自
今
以
後
一
郷
子
孫
承
繼
不
墜
益
殖
其
産
則

狭
山
之
種
将
不
讓
宇
治
而
三
人
者
之
名
燒
與
谿
山
共
傳
悠
乆
也
不
疑
已
抑
夫
圡

宜
之
興
癈
雖
随
時
而
葫
然
人
力
之
勤
惰
實
奢
存
於
其
閒
焉
吾
未
知
今
日
之
擧
果

為
永
傳
乎
若
其
必
欲
永
傳
也
則
悟
在
為
其
子
孫
者
以
人
力
保
之
矣
姑
識
模
月
以

竢天
保
三
年
龍
集
玄
黓
執
徐
清
和
月

林
韑
撰
文

卷
大
任
書

窪
世
昌
刻

＊
異
体
字
等

○
塲

場
。

○
㝎

定
。

○
甞

嘗
。

○
乆

久
。

○
憬

國
。

○
冝

宜
。

○
模

歳
。

○
漁

於
。

○
夲

本
。

○
脂

胥
。

○
嘘

稱
。

○
□

再
。

○
竒

奇
。

○
譯

昏
。

○
翌

景
。

○
云

此
。

○
㦲

哉
。

○
燒

亦
。

○
圡

土
。

○
葫

變
。

○
奢

參
。

○
悟

蓋
。

○
黓

黙
。
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■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

重
闢
茶
場
碑
記

前
縫
殿
頭
松
平
定
常
題
額

州
北
河
越
之
野
、
有
狹
山
。

跨
于
多
磨
入
閒
二
郡
、
古
出
名
茶
。

傳
言
、
釋
榮
西
嘗
入
宋
、
逮
建
久
中
、
歸
國
。

携
茶
種
、
始
蒔
之
筑
前
背
振
山
。

至
其
徒
髙
辨
、
普
殖
之
畿
道
。

相
地
之
宜
、
定
爲
五
場
。
河
越
其
一
也
。

然
而
歳
月
之
久
、
茶
戸
衰
替
、
佳
種
蕪
没
於
灌
莽
深
荊
之
閒
矣
。

其
他
各
場
、
培
養
失
法
、
製
亦
不
精
。

惟
宇
治
、
擅
其
名
、
爲
諸
州
之
冠
而
已
。

逮
文
政
中
、
郷
之
著
姓
村
野
氏
盛
政
、
吉
川
氏
温
恭
、
江
戸
山
本
氏
徳
潤
、
胥
議
、

重
闢
場
于
狹
山
之
麓
、
欲
以
興
數
百
年
之
癈
。

鄰
曲
爲
之
、
隨
種
者
數
十
戸
、
用
力
培
殖
、
逐
次
蕃
滋
。
歳
収
若
干
斤
。

佳
稱
日
著
、
製
益
精
絶
、
而
狹
山
之
産
復
再
彰
於
今
云
。

屬
者
、
郷
民
介
上
田
文
□
、
需
予
記
其
事
。

予
素
有
陸
盧
之
嗜
。
心
喜
其
擧
。

乃
謂
、
茶
之
爲
物
、
蘊
風
露
淸
虛
之
粹
、
鍾
雲
山
奇
秀
之
精
。

滌
昏
破
悶
、
驅
睡
解
醒
、
滋
味
甘
香
、
其
功
不
爲
少
。

羅
景
倫
曰
、
於
務
學
勤
政
、
未
必
無
助
。

蘇
子
瞻
曰
、
煩
膩
既
去
、
而
脾
胃
不
凡
。

二
公
之
語
、
洵
爲
知
言
。

然
則
、
不
特
風
騷
之
賞
、
雖
紆
青
拖
紫
之
輩
、
亦
不
可
一
日
無
此
味
也
。

豈
與
彼
種
秫
釀
酒
、
令
人
華
狂
而
葉
病
者
、
可
同
日
而
語
哉
。

自
今
以
後
、
一
郷
子
孫
承
繼
不
墜
、
益
殖
其
産
、
則
狹
山
之
種
、
將
不
讓
宇
治
。

而
三
人
者
之
名
、
亦
與
谿
山
共
傳
悠
久
也
不
疑
已
。

抑
夫
土
宜
之
興
廢
、
雖
隨
時
而
變
、
然
人
力
之
勤
惰
、
實
參
存
於
其
閒
焉
。

吾
未
知
今
日
之
擧
、
果
爲
永
傳
乎
。

若
其
必
欲
永
傳
也
、
則
蓋
在
爲
其
子
孫
者
、
以
人
力
保
之
矣
。

姑
識
歳
月
以
竢
。

天
保
三
年
龍
集
玄
黙
執
徐
清
和
月

林
韑
撰
文

卷
大
任
書

窪
世
昌
刻

●
訓
訳

重
ね
て
茶
場
を
闢
く
の
碑
の
記

ひ
ら
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前
の
縫
殿
頭

松
平
定
常
題
額

州
の
北
河
越
の
野
に
、
狹
山
有
り
。

多
磨
入
閒
の
二
郡
に
跨
が
り
、
古
名
茶
を
出
す
。

傳
へ
て
言
ふ
、

「
釋
榮
西
、
嘗
て
宋
に
入
り
、
建
久
中
に
逮
ん
で
、
國
に
歸
る
。

お
よ

茶
の
種
を
携
へ
、
始
め
て
之
を
筑
前
の
背
振
山
に
蒔
く
。

其
の
徒
髙
辨
に
至
り
て
、
普
く
之
を
畿
道
に
殖
う
。

う

地
の
宜
し
き
を
相
て
、
定
め
て
五
場
と
な
す
。
河
越
其
の
一
な
り
」
と
。

み

然
り
し
て
歳
月
の
久
し
く
、
茶
戸
衰
替
し
、
佳
種
、
深
荊
の
閒
に
蕪
没
せ
り
。

其
の
他
の
各
場
は
、
培
養
は
法
を
失
し
、
製
も
亦
た
精
な
ら
ず
。

惟
だ
宇
治
の
み
、
其
の
名
を

擅

に
し
、
諸
州
の
冠
と
な
る
の
み
。

ほ
し
い
ま
ま

文
政
中
に
逮
ん
で
、
郷
の
著
姓
村
野
氏
盛
政
・
吉
川
氏
温
恭
、
江
戸
の
山
本
氏
徳
潤
、
胥
に
議
し
、

と
も

重
ね
て
場
を
狹
山
の
麓
に
闢
き
、
以
て
數
百
年
の
癈
を
興
さ
ん
と
欲
す
。

鄰
曲
之
が
た
め
に
、
隨
ひ
て
種
う
る
者
數
十
戸
あ
り
。

力
を
培
殖
に
用
ひ
、
逐
次
に
蕃
滋
し
て
、
歳
に
若
干
斤
を
収
む
。

佳
稱
日
に
著
は
れ
、
製
も
益
々
精
絶
た
り
。

あ
ら

而
し
て
狹
山
の
産
、
復
た
再
び
今
に

彰

る
と
云
ふ
。

あ
ら
は

屬

者
、
郷
民
、
上
田
文
□
を
介
し
て
、
予
に
其
の
事
を
記
せ
ん
こ
と
を
需
む
。

こ
の
ご
ろ

も
と

予
、
素
よ
り
陸
盧
の

嗜

み
有
り
。
心
に
其
の
擧
を
喜
ぶ
。

た
し
な

乃
ち
謂
ふ
、

お
も

「
茶
の
物
た
る
や
、
風
露
淸
虚
の
粹
を

蘊

へ
、
雲
山
奇
秀
の
精
を
鍾
む
。

た
く
は

あ
つ

昏
を
滌
ひ
悶
を
破
り
、
睡
を
驅
り
醒
を
解
き
、
滋
味
甘
香
に
し
て
、
其
の
功
少
な
し
と
な
さ
ず
」
と
。

羅
景
倫
曰
く
、

「
務
學
勤
政
に
お
い
て
、
未
だ
必
ず
し
も
助
け
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
。

蘇
子
瞻
曰
く
、

「
煩
膩
既
に
去
っ
て
、
而
し
て
脾
胃
凡
な
ら
ず
」
と
。

二
公
の
語
、

洵

に
知
言
と
な
す
。

ま
こ
と

然
れ
ば
則
ち
、
特
だ
に
風
騷
の
賞
の
み
な
ら
ず
、
紆
青
拖
紫
の
輩
と
雖
も
、
亦
た
一
日
と
し
て
此
の
味
無

た

か
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

豈
に
彼
の
秫
を
植
え
て
酒
を
釀
し
、
人
を
し
て
華
狂
に
し
て
葉
病
な
ら
し
む
る
者
と
、
同
日
に
し
て
語
る

べ
け
ん
や
。

自
今
以
後
、
一
郷
の
子
孫
、
承
繼
し
て
墜
と
さ
ず
、
益
々
其
の
産
を
殖
や
せ
ば
、
則
ち
狹
山
の
種
、
將
に

ふ

宇
治
に
讓
ら
ざ
ら
ん
と
す
。

而
し
て
三
人
な
る
者
の
名
も
、
亦
た
谿
山
と
共
に
悠
久
に
傳
は
ら
ん
こ
と
疑
は
ざ
る
の
み
。

抑
々
夫
の
土
宜
の
興
廢
は
、
時
に
隨
ひ
て
變
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
人
力
の
勤
惰
、
實
に
其
の
閒
に
參
存

す
。

吾
、
未
だ
今
日
の
擧
の
、
果
し
て
永
く
傳
は
る
か
を
知
ら
ず
。

若
し
其
れ
必
ず
永
く
傳
は
る
を
欲
せ
ば
、
則
ち
蓋
し
其
の
子
孫
た
る
者
の
、
人
力
を
以
て
之
を
保
つ
に
在

り
。

姑

く
歳
月
を
識
し
、
以
て
竢
た
ん
。

し
ば
ら

ま
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天
保
三
年
龍
集
玄
黙
執
徐
清
和
月
、

林
韑
、
文
を
撰
す
。

卷
大
任
、
書
す
。

窪
世
昌
、
刻
す
。

●
人
物

○
松
平
定
常

池
田
定
常
。
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
か
ら
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
。
旗
本
池
田
正
勝

の
次
男
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
る
。
因
幡
国
若
桜
（
西
館
）
藩
四
代
定
得
に
世
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
養

嗣
子
と
な
り
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
に
七
歳
で
家
督
相
続
。
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
に
従
五
位
縫
殿
頭

ぬ
ひ
の
か
み

に
叙
任
。
享
和
元
（
一
八
○
一
）
年
に
病
と
称
し
て
致
仕
し
（
三
十
五
歳
）
、
嫡
男
定
興
に
家
督
を
譲
る
。

こ
の
段
階
で
縫
殿
頭
も
返
上
。
前
縫
殿
頭
と
な
る
。
隠
居
後
は
冠
山
と
号
し
、
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
・
松

崎
慊
堂
・
谷
文
晁
・
司
馬
江
漢
・
市
河
米
庵
・
太
田
南
畝
・
塙
保
己
一
・
大
窪
詩
仏
ら
、
当
時
一
級
の
文

化
人
と
親
交
を
結
び
、
毛
利
高
標
（
豊
後
国
佐
伯
藩
）・
市
橋
長
昭
（
近
江
国
仁
正
寺
藩
）
ら
と
共
に
「
柳

間
詰
の
文
芸
三
侯
」
（
寛
政
の
文
学
三
侯
）
と
称
さ
れ
た
。
「
重
闢
茶
塲
碑
」
を
揮
毫
し
た
の
は
、
六
十

五
歳
、
没
の
一
年
前
。

○
釋
榮
西

保
延
七
（
一
一
四
一
）
年
か
ら
建
保
三
（
一
二
一
五
）
年
。
字
は
明
庵
。
備
中
の
人
。
比
叡

山
で
天
台
密
教
を
学
び
、
仁
安
三
（
一
一
六
八
）
年
と
文
治
三
（
一
一
八
九
）
年
に
入
宋
。
宋
で
は
主
に

禅
を
学
び
、
二
度
目
の
入
宋
後
の
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
に
帰
国
す
る
と
、
同
六
（
一
一
九
五
）
年
に

博
多
に
日
本
最
初
の
禅
道
場
で
あ
る
聖
福
寺
を
建
立
し
、
日
本
禅
宗
の
開
祖
と
な
っ
た
。
中
国
か
ら
茶
葉

を
持
ち
込
み
、
喫
茶
文
化
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
、
茶
の
効
用
な
ど
を
説
い
た
「
喫
茶
養
生
記
」
を
記
し

た
と
さ
れ
る
。

○
高
辨

承
安
三
（
一
一
七
三
）
年
か
ら
寛
喜
四
（
一
二
三
二
）
年
。
字
は
明
恵
。
紀
州
の
人
。
文
治
四

（
一
一
八
八
）
に
十
六
歳
で
出
家
し
、
華
厳
教
学
や
禅
を
学
ん
だ
。
の
ち
世
俗
か
ら
離
脱
し
た
遁
世
僧
と

な
り
、
各
地
を
遍
歴
し
つ
つ
、
修
行
と
布
教
に
つ
と
め
る
。
建
永
元
（
一
二
○
六
）
年
に
、
後
鳥
羽
上
皇

よ
り
栂
尾
に
土
地
を
賜
り
、
高
山
寺
を
再
興
し
た
。
本
碑
文
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
栄
西
将
来
の
茶
の

種
子
を
日
本
国
中
に
広
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
歴
史
的
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。

○
村
野
盛
政

明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
か
ら
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
。
不
詳
。

○
吉
川
温
恭

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
か
ら
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
。
不
詳
。

○
山
本
徳
潤

江
戸
の
茶
肆
の
山
本
家
の
ひ
と
り
だ
ろ
う
が
、
不
詳
。

○
上
田
文
□

不
詳
。

○
陸

陸
羽
。
生
年
不
明
、
八
○
四
年
没
。
唐
の
復
州
竟
陵
（
湖
北
省
）
の
人
。
別
名
、
疾
。
字
は
鴻
漸
、

季
疵
。
出
自
不
明
で
、
上
元
初
年
（
七
六
○
）
頃
、
苕
渓
（
浙
江
省
）
の
ほ
と
り
に
廬
を
結
ん
で
文
人
達

と
交
流
し
た
が
、
仕
官
は
し
な
か
っ
た
。
茶
を
好
み
、
「
茶
経
」
三
巻
が
あ
る
。
茶
道
の
元
祖
と
さ
れ
、

神
格
化
さ
れ
て
い
る
。「
新
唐
書
」
巻
一
九
六
本
伝
。

○
盧

盧
仝
。
生
年
不
明
。
八
三
五
年
没
。
唐
の
范
陽
（
河
北
省
）
の
人
。
号
は
玉
川
子
。
学
を
好
み
博

覧
で
、
詩
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
仕
官
の
意
志
が
な
く
、
嵩
山
の
少
室
山
に
隠
棲
し
た
。
性
、
茶
を
好
み
「
走

筆
謝
孟
諫
議
寄
新
茶
」
（
「
全
唐
詩
」
巻
三
八
八
）
の
詩
は
、
「
七
碗
茶
歌
（
詩
）
」
と
し
て
知
ら
れ
、
お

茶
の
味
わ
い
と
効
能
と
を
歌
っ
た
も
の
と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
。
「
一
碗
喉
吻
潤
（
一
杯
目
は
喉
を

潤
し
）」
か
ら
始
ま
り
、「
五
碗
肌
骨
清
（
五
杯
目
で
は
皮
膚
や
骨
が
清
ら
か
に
な
り
）
」「
六
椀
仙
霊
（
六

杯
目
で
は
神
仙
に
通
じ
る
）
」
と
し
、
「
七
碗
吃
不
得
也
（
七
杯
目
は
飲
め
な
か
っ
た
）
」
と
し
て
い
る
。
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「
新
唐
書
」
巻
一
七
六
本
伝
。

○
羅
景
倫

生
没
年
不
詳
。
宋
の
廬
陵
（
江
西
省
）
の
人
。
諱
は
大
経
、
字
は
景
倫
。
ほ
ぼ
寧
宗
嘉
定
末

（
一
二
二
四
）
年
ご
ろ
活
動
し
た
。
著
に
、
人
事
か
ら
自
然
の
こ
と
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
つ
い
て

考
察
を
行
っ
た
「
鶴
林
玉
露
」
十
六
巻
が
あ
る
。

○
蘇
子
瞻

一
○
三
六
年
か
ら
一
一
○
一
年
。
宋
の
眉
山
（
四
川
省
）
の
人
。
諱
は
軾
。
字
は
子
瞻
、
号

は
東
坡
、
諡
は
文
忠
。
蘇
洵
の
子
で
、
古
文
復
興
の
文
章
家
で
あ
る
唐
宋
八
大
家
の
ひ
と
り
。
杭
州
知
事

時
代
に
西
湖
に
蘇
公
堤
を
築
い
た
。
官
は
礼
部
尚
書
に
至
っ
た
。
宋
代
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
を
代
表
す
る

詩
人
・
文
人
。
料
理
な
ど
の
文
化
的
事
象
に
も
興
味
を
持
ち
、
東
坡
肉
（
ト
ン
ポ
ー
ロ
ウ
）
は
彼
の
発
明

だ
と
さ
れ
る
。
著
に
「
蘇
東
坡
全
集
」「
東
坡
志
林
」
な
ど
が
あ
る
。

○
林

韑

寛
政
十
二
（
一
八
○
○
）
年
か
ら
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
。
林
家
八
代
述
斎
の
第
六
子
。

あ
き
ら

書
物
奉
行
、
西
丸
留
守
居
役
な
ど
を
歴
任
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
本
家
を
相
続
し
、
大
学
頭
を
名

乗
り
、
復
斎
と
号
し
た
。
全
権
の
一
人
と
し
て
、
同
七
（
一
八
五
四
）
年
の
日
米
和
親
条
約
に
調
印
。
江

戸
時
代
の
対
外
関
係
資
料
を
ま
と
め
た
「
通
航
一
覧
」
を
編
纂
し
た
。
本
碑
文
を
撰
文
し
た
の
は
、
三
十

三
歳
、
幕
府
官
僚
時
代
で
あ
る
。

○
卷
大
任

安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
か
ら
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
。
越
後
新
潟
の
人
。
字
は
致
遠
、

弘
斎
・
菱
湖
と
号
す
。
大
任
は
諱
。
学
問
と
詩
文
は
亀
田
鵬
斎
に
学
び
、
書
は
こ
と
に
楷
書
を
よ
く
し
た
。

書
体
の
淵
源
流
伝
を
究
め
た
「
十
体
源
流
」
の
著
が
あ
る
。
江
戸
で
弟
子
を
教
授
し
、
そ
の
門
弟
は
一
万

人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
書
体
は
大
変
流
行
し
、
後
世
に
影
響
を
与
え
た
。
市
河
米
庵
・
貫
名
菘
翁

と
な
ら
ん
で
、
幕
末
三
筆
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本
碑
文
を
揮
毫
し
た
の
は
、
五
十
六
歳
の
と
き
。

○
窪
世
昌

生
没
年
不
詳
。
正
し
く
は
、
大
窪
世
祥
で
、
名
前
は
世
昌
、
ま
た
世
升
と
も
書
い
た
。
江
戸

後
期
の
石
碑
の
石
工
。
嘉
津
山
清
『
江
戸
前
の
石
工

窪
世
祥
』（
第
一
書
房
、
二
○
一
六
）
に
よ
れ
ば
、

そ
の
作
品
は
、
文
化
元
（
一
八
○
四
）
年
か
ら
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
の
も
の
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。

大
窪
行
（
号
詩
仏
）
と
巻
大
任
の
揮
毫
、
及
び
そ
の
門
下
の
揮
毫
を
雋
刻
す
る
際
に
、
窪
世
昌
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

●
語
注

○
茶
場

茶
業
農
場
く
ら
い
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
農
場
と
は
、
茶
葉
の
生
産
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
精
製

・
保
存
、
製
品
と
し
て
の
出
荷
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
に
扱
う
。

○
闢

開
く
、
開
闢
。
開
設
す
る
。

○
記

文
章
の
種
類
の
ひ
と
つ
。
事
柄
や
情
景
な
ど
を
描
写
す
る
も
の
。
石
碑
本
体
と
題
字
が
、
籍
碑
の

本
質
部
分
で
あ
り
、
記
は
「
付
記
」
と
し
て
、
石
碑
の
由
来
な
ど
を
説
明
す
る
も
の
。

○
州

武
州
、
武
蔵
の
国
。

○
建
久
中
歸
國

栄
西
は
二
度
入
宋
し
て
お
り
、
二
度
目
の
帰
国
が
、
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
。

○
筑
前
背
振
山

背
振
山
は
筑
前
と
肥
前
の
境
を
頂
上
と
す
る
。
筑
前
側
の
山
麓
に
蒔
い
た
、
と
い
う
こ

と
か
。

○
畿
道

畿
内
と
七
道
。
日
本
全
国
と
い
う
こ
と
。

○
相
地
之
宜

相
は
そ
の
も
の
を
見
て
、
性
質
や
本
質
を
見
抜
く
こ
と
。
手
相
な
ど
に
同
じ
。

○
茶
戸

茶
を
栽
培
す
る
農
家
。

○
衰
替

お
と
ろ
え
、
す
た
れ
る
。

○
蕪
没

雑
草
に
う
ず
も
れ
る
。

○
灌
莽

茂
っ
た
草
木
。
あ
る
い
は
、
草
深
い
原
野
。
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○
荊

原
野
に
密
生
す
る
イ
バ
ラ
。

○
文
政
中

西
暦
一
八
一
八
年
か
ら
一
八
三
○
年
。
茶
塲
再
興
を
は
か
っ
た
村
野
盛
政
の
没
年
が
文
政
二

年
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
再
興
は
文
政
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
と
な
る
。

○
著
姓

有
名
な
家
柄
。

○
胥

と
も
に
。

○
鄰
曲

隣
近
所
。

○
逐
次

順
を
お
っ
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
日
本
で
の
用
法
で
は
「
し
だ
い
に
」。

○
蕃
滋

ふ
え
る
。
蕃
殖
す
る
。

○
屬
者

ち
か
ご
ろ
、
こ
の
ご
ろ
。

○
茶
之
爲
物
云
々

佐
藤
一
斎
「
狭
山
茶
場
碑
」
に
も
「
抑
夫
茶
之
爲
物
、
生
於
山
水
秀
麗
之
間
、
蘊
乎

風
露
清
慮
之
氣
」
と
い
う
近
似
し
た
文
が
あ
る
。
基
づ
く
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
類
似
の
も
の
と

し
て
、
宋
徽
宗
「
大
観
茶
論
序
」
の
「
至
若
茶
之
爲
物
，
擅
甌
閩
之
秀
氣
，
鍾
山
川
之
靈
稟
（
そ
も
そ
も

お
茶
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
産
地
で
あ
る
甌
（
浙
江
省
東
部
）
や
閩
（
福
建
省
）
の
秀
気
を
存
分
に
吸
い
、

山
川
の
霊
性
を
聚
め
、
胸
の
つ
か
え
を
洗
い
流
し
、
す
が
す
が
し
く
和
や
か
な
気
を
も
た
ら
す
）
」
く
ら

い
し
か
探
せ
な
か
っ
た
。
学
兄
の
教
授
を
待
つ
。

○
蘊

積
む
、
貯
蔵
す
る
。

○
風
露

風
と
露
。

○
清
虚

清
ら
か
で
か
ら
っ
ぽ
な
こ
と
。

○
粹

ま
じ
り
け
の
な
い
、
純
粋
な
も
の
。

○
鍾

集
め
る
。

○
雲
山

雲
の
か
か
っ
て
い
る
高
く
遠
い
山
。

○
奇
秀

め
ず
ら
し
く
す
ぐ
れ
て
い
る
。

○
解
醒

混
迷
な
状
態
を
解
除
し
、
清
醒
に
す
る
こ
と
。
清
蒲
松
齢
「
雪
夜
同
翟
晴
霞
許
聖
瑞
及
兒
孫
小

飲
」
に
「
合
醉
勿
須
辭
飛
觥
、
更
有
團
茶
能
解
醒
（
さ
あ
醉
お
う
で
は
な
い
か
、
決
し
て
飛
び
巡
る
杯
を

辞
退
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
う
し
て
更
に
お
茶
が
あ
れ
ば
酔
い
を
さ
ま
す
こ
ろ
が
で
き
る
）
」
と
あ
る
。

○
滋
味

美
味
、
う
ま
い
味
。

○
羅
景
倫
曰
云
々

羅
大
経
「
鶴
林
玉
露
」
甲
編
巻
三
に
「
茶
之
爲
物
、
滌
昏
雪
滯
、
於
務
學
勤
政
、
未

必
無
助
（
お
茶
と
い
う
も
の
は
、
暗
い
も
の
を
洗
い
流
し
、
滞
っ
た
も
の
を
注
い
で
く
れ
る
。
学
習
や
政

務
に
従
事
す
る
際
に
、
手
放
せ
な
い
も
の
だ
）」
と
あ
る
。

○
務
學
勤
政

学
習
や
政
務
に
従
事
す
る
。

○
蘇
子
瞻
曰

「
蘇
軾
文
集
」
巻
七
十
三
雜
記
「
漱
茶
説
」
に
「
毎
食
已
、
輒
以
濃
茶
漱
口
、
煩
膩
既
去
、

而
脾
胃
不
知
（
毎
食
後
か
な
ら
ず
、
濃
茶
で
口
を
す
す
ぐ
。
そ
う
す
る
と
脂
肪
な
ど
も
洗
い
流
さ
れ
て
、

胃
も
た
れ
も
し
な
く
な
る
）」
と
あ
る
。

○
膩

よ
ご
れ
、
あ
か
、
脂
肪
。

○
脾
胃

脾
臓
と
胃
。
消
化
器
系
の
内
臓
を
い
う
か
。
胃
腸
。

○
不
知

意
識
を
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
。
も
た
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

○
知
言

道
理
に
か
な
っ
た
言
葉
。

○
風
騷

風
流
を
解
す
る
人
士
。

○
賞

賞
味
す
る
。

○
紆
青
拖
紫

印
綬
を
身
に
帯
び
る
こ
と
。
高
い
官
位
に
つ
く
こ
と
。

○
秫

も
ち
き
び
。
酒
の
原
料
と
な
る
。
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○
華
狂
而
葉
病
者

酒
に
酔
っ
払
っ
た
も
の
。
酔
っ
て
目
を
大
き
く
見
張
ら
し
た
も
の
を
「
狂
花
」
と
い

い
、
眠
た
く
な
っ
て
目
を
閉
ざ
し
て
い
る
も
の
を
「
病
葉
」
と
い
う
。

○
土
宜

土
地
の
性
質
。
そ
れ
と
植
物
と
の
適
合
性
。

○
參

か
か
わ
る
、
あ
ず
か
る
。

○
天
保
三
年

西
暦
一
八
三
二
年
。

○
龍
集

一
年
。
～
の
年
。

○
玄
黙

十
干
の
壬
の
別
名
。

○
執
徐

十
二
支
辰
の
別
名
。

○
清
和

陰
暦
四
月
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

「
も
う
一
度
茶
場
を
開
く
の
碑
」
の
記

前
の
縫
殿
頭
で
あ
る
松
平
定
常
が
題
額
を
書
く
。

【
狭
山
と
お
茶
の
古
い
伝
承
】

武
蔵
の
国
の
北
部
、
河
越
の
平
野
に
、
狭
山
と
い
う
場
所
が
あ
る
。

多
磨
郡
入
閒
郡
の
二
郡
に
跨
が
っ
て
お
り
、
か
つ
て
は
名
茶
を
産
出
し
て
い
た
。

伝
承
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
、

「
嘗
て
僧
侶
の
栄
西
は
宋
に
入
り
、
建
久
年
間
に
な
っ
て
日
本
へ
帰
国
し
た
。

彼
は
お
茶
の
種
子
を
携
え
て
帰
り
、
始
め
て
こ
れ
を
筑
前
の
背
振
山
に
蒔
い
た
。

そ
の
弟
子
の
明
恵
高
弁
に
至
っ
て
は
、
あ
ま
ね
く
日
本
国
内
に
植
え
よ
う
と
し
た
。

土
地
の
適
合
性
を
観
察
し
、
植
え
る
場
所
と
し
て
五
箇
所
を
選
定
し
た
。
河
越
が
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
」

と
。

【
茶
業
の
衰
退
】

し
か
し
、
歳
月
が
長
く
経
つ
内
に
、
茶
業
に
携
わ
る
農
家
は
衰
え
廃
れ
、
よ
い
種
株
も
茂
っ
た
草
木
や

深
い
荊
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
茶
場
が
、
栽
培
方
法
も
手
本
を
失
い
、
精
製
方
法
も
精
密
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
茶

業
が
廃
れ
て
し
ま
っ
た
）。

そ
の
中
で
、
唯
一
宇
治
だ
け
が
、
茶
所
と
し
て
の
名
声
を
独
占
し
、
国
内
諸
州
の
ト
ッ
プ
の
位
置
を
し

め
て
い
た
。

【
狭
山
茶
復
活
の
取
り
組
み
】

し
か
し
、
文
政
年
間
に
な
る
と
、
狭
山
宮
寺
郷
の
有
力
者
で
あ
る
村
野
盛
政
氏
と
吉
川
温
恭
氏
と
が
、

江
戸
の
茶
商
人
山
本
徳
潤
氏
と
と
も
に
協
議
し
て
、
も
う
一
度
茶
場
を
狹
山
の
麓
に
開
き
、
数
百
年
に
わ

た
っ
て
荒
廃
し
て
い
た
茶
業
を
再
興
し
よ
う
と
考
え
た
。

近
隣
の
農
家
も
こ
れ
に
協
力
し
、
数
十
戸
が
お
茶
を
植
え
育
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
お
茶
の
栽
培
に
力
を
注
ぎ
、
茶
畑
も
次
第
に
盛
ん
に
な
り
、
一
年
に
若
干
斤
の
収
穫
を
得
る
に

至
っ
た
。

よ
い
評
判
も
日
に
日
に
明
ら
か
と
な
り
、
お
茶
の
製
法
も
益
々
精
密
に
な
っ
て
き
た
。

か
く
し
て
、
狭
山
産
の
お
茶
の
名
が
、
再
び
現
在
に
お
い
て
よ
み
が
え
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
い
う
。

【
石
碑
の
依
頼
】

ち
か
ご
ろ
、
吉
川
氏
ら
が
、
郷
民
の
上
田
文
□
を
仲
介
と
し
て
、
私
に
こ
れ
ら
の
事
柄
を
「
記
」
と
し
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て
記
す
こ
と
を
依
頼
し
て
き
た
。

私
は
も
と
も
と
、
お
茶
の
名
人
で
あ
る
陸
羽
や
盧
仝
と
同
じ
嗜
好
を
抱
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
茶

場
復
活
の
事
業
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
た
。

【
お
茶
の
効
能
に
つ
い
て
】

そ
こ
で
私
は
考
え
た
、

「
お
茶
と
い
う
も
の
は
、
風
と
露
の
清
ら
か
で
純
粋
な
も
の
を
そ
の
中
に
蓄
え
て
お
り
、
雲
が
懸
か
っ
た

山
の
す
ぐ
れ
た
エ
ッ
セ
ン
ス
を
集
め
て
い
る
も
の
だ
。

暗
く
混
乱
し
た
気
持
ち
を
洗
い
流
し
、
煩
悶
を
打
ち
破
り
、
眠
気
を
一
掃
し
、
混
迷
な
こ
こ
ろ
を
清
浄

な
状
態
へ
と
導
い
て
く
れ
る
。
し
み
じ
み
と
う
ま
み
が
あ
り
、
甘
く
香
り
高
く
て
、
そ
の
効
能
た
る
や
と

て
も
少
な
い
と
は
い
え
な
い
も
の
だ
」
と
。

羅
大
経
は
言
っ
て
い
た
、
「
（
お
茶
は
、
暗
い
気
持
ち
を
洗
い
流
し
て
く
れ
る
の
で
）
学
問
を
し
た
り

政
務
を
執
っ
た
り
す
る
場
合
に
お
い
て
、
お
お
い
に
助
け
と
な
っ
て
く
れ
る
も
の
だ
」
と
。

ま
た
蘇
軾
は
「
（
食
事
後
に
お
茶
で
口
を
漱
ぐ
と
）
煩
わ
し
い
脂
肪
分
も
流
れ
去
っ
て
さ
っ
ぱ
り
と
し
、

胃
腸
も
も
た
れ
な
く
な
る
」
と
言
っ
た
。

こ
の
二
先
生
の
言
葉
は
、
誠
に
正
鵠
を
得
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
お
茶
は
た
だ
風
流
の
士
達
だ
け
が
賞
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
高
位
高
官
と
し
て
公

務
に
つ
く
も
の
達
に
と
っ
て
も
、
一
日
た
り
と
も
味
わ
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
だ
。

そ
れ
は
あ
の
、
も
ち
き
び
を
植
え
て
酒
を
醸
し
、
人
を
酔
っ
払
わ
せ
て
し
ま
う
も
の
な
ど
と
は
、
同
じ

レ
ベ
ル
で
あ
つ
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

【
こ
れ
か
ら
の
狭
山
茶
の
隆
盛
】

今
以
後
、
狭
山
の
郷
の
子
孫
た
ち
が
、
こ
の
茶
業
を
継
承
し
て
落
と
す
こ
と
無
く
、
ま
す
ま
す
そ
の
産

業
を
盛
ん
に
し
て
い
け
ば
、
狭
山
の
お
茶
も
宇
治
に
劣
ら
な
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
狭
山
茶
を
復
活
さ
せ
た
村
野
・
吉
川
・
山
本
三
者
の
名
声
も
、
こ
の
狭
山
の
山
川
が
永
遠
に

続
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
悠
久
の
未
来
に
ま
で
伝
わ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
土
地
の
地
質
の
善
し
悪
し
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
だ
が
、
従
事

す
る
人
間
の
努
力
精
進
は
、
そ
う
し
た
変
化
に
対
応
で
き
る
も
の
な
の
だ
。

【
今
後
へ
の
期
待
】

私
に
は
、
今
日
の
狭
山
茶
再
興
の
事
業
が
、
果
た
し
て
永
く
伝
わ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

し
か
し
、
き
っ
と
永
く
伝
わ
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
子
孫
達
が
努
力
精
進
し
て
茶
業
の

繁
栄
を
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
そ
の
道
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
今
日
の
日
を
記
録
し
て
お
き
、
今
後
の
成
否
を
待
つ
こ
と
に
し
よ
う
。

天
保
三
年
、
壬
申
の
年
、
四
月
、

林
韑
が
文
章
を
撰
述
し
た

。

卷
大
任
が
字
を
書
い
た
。

窪
世
昌
が
雋
刻
し
た
。
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（
背
面
）
…
…
建
碑
に
携
わ
っ
た
人
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

○
写
真
４

背
面
全
体

○
写
真
５

「
碑
記
」
部
分
（
隷
書
体
）

■
翻
刻

●
記茶

塲
之
闢
逐
漸
繁
殖
三
十
餘
年
之
閒
茶
戸
已
有
三
十
二
矣
郷
有
山
人
玄
逸
者
嘉

其
有
成
痙
慂
隣
曲
立
豐
碑
告
後
昆
以
庶
幾
永
世
継
績
無
墜
其
業
也
於
是
闔
戸
欣

悦
爭
資
工
費
今
茲
丙
申
碑
□
畢
功
而
山
人
不
及
見
之
墓
已
宿
草
生
矣
余
於
山
人

有
三
十
年
之
舊
囙
志
縁
由
以
下
歎
慨
云

菱
湖
卷
大
任

＊
異
体
字

○
塲

場
。

○
痙

慫
。

○
□

刻
。

○
囙

因
。

○
下

寄
。
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■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

茶
場
之
闢
、
逐
漸
繁
殖
。

三
十
餘
年
之
閒
、
茶
戸
已
有
三
十
二
矣
。

郷
有
山
人
玄
逸
者
。

嘉
其
有
成
、
慫
慂
隣
曲
、
立
豐
碑
告
後
昆
、
以
庶
幾
永
世
繼
績
無
墜
其
業
也
。

於
是
闔
戸
欣
悦
、
爭
資
工
費
。

今
茲
丙
申
碎
刻
畢
功
。

而
山
人
不
及
見
之
、
墓
已
宿
草
生
矣
。

余
於
山
人
、
有
三
十
年
之
舊
。

因
志
縁
由
、
以
寄
歎
慨
云
。

菱
湖
卷
大
任

●
訓
訳

茶
場
の
闢
き
て
よ
り
、
逐
漸
に
繁
殖
す
。

三
十
餘
年
の
閒
に
、
茶
戸
已
に
三
十
二
有
り
。

郷
に
山
人
玄
逸
な
る
者
有
り
。

其
の
成
る
有
る
を
嘉
し
、
隣
曲
を
慫
慂
し
て
、
豐
碑
を
立
て
て
後
昆
に
告
げ
、
以
て
永
世
に
繼
績
し
て

よ
み

其
の
業
を
墜
と
す
こ
と
無
き
を
庶

幾
ふ
。

こ
ひ
ね
が

是
に
お
い
て
闔
戸
欣
悦
し
、
爭
ひ
て
工
費
を
資
く
。

た
す

今
茲
に
丙
申
、
碑
刻
、
功
を
畢
ふ
。

を

而
し
て
山
人
、
之
を
見
る
に
及
ば
ず
し
て
、
墓
は
已
に
宿
草
生
ぜ
り
。

余
の
山
人
に
お
け
る
や
、
三
十
年
の
舊
有
り
。

因
り
て
縁
由
を
志
し
、
以
て
歎
慨
を
寄
す
と
云
ふ
。

菱
湖
卷
大
任
。

●
人
物

○
玄
逸
山
人

不
詳
。

●
注

○
逐
漸

だ
ん
だ
ん
と
、
次
第
に
。

○
慫
慂

勧
め
励
ま
す
。

○
闔
戸

語
句
の
意
味
と
し
て
は
、
戸
を
閉
ざ
す
。
そ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
闔
郷
で
、
村
を
あ
げ

て
、
の
意
味
が
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
ち
ら
の
意
味
か
。

○
資

資
金
援
助
を
す
る
。

○
丙
申

表
面
の
碑
文
の
撰
述
が
、
天
保
三
年
壬
辰
。
そ
の
少
し
前
に
、
玄
逸
山
人
が
提
唱
し
た
建
碑
計

画
が
も
ち
あ
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
撰
文
を
経
て
、
石
碑
が
完
成
し
た
と
い
う
な
ら
ば
、
丙
申
は
、

天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
と
な
る
。
そ
の
数
年
前
、
建
碑
を
見
る
前
に
、
玄
逸
山
人
は
逝
去
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
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●
口
語
訳

狭
山
に
再
び
茶
場
が
開
か
れ
て
よ
り
、
次
第
に
繁
殖
す
る
も
の
が
広
が
っ
て
き
た
。

三
十
年
た
っ
た
現
在
で
は
三
十
二
戸
に
ま
で
な
っ
た
。

わ
が
狭
山
郷
に
玄
逸
山
人
と
い
う
も
の
が
い
た
。

茶
業
が
成
就
し
て
い
る
こ
と
を
よ
い
こ
と
と
思
い
、
近
隣
の
も
の
を
勧
め
は
げ
ま
し
て
、
立
派
な
石
碑
を

建
て
て
後
世
の
者
に
告
げ
、
永
く
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
後
の
者
達
が
こ
の
事
業
を
お
と

し
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
願
っ
た
。

か
く
し
て
郷
を
あ
げ
て
喜
び
賛
同
し
て
、
建
設
資
金
を
援
助
し
た
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
今
、
天
保
七
年
丙
申
の
歳
に
、
石
碑
は
完
成
し
た
。

し
か
し
、
呼
び
か
け
た
当
の
本
人
で
あ
る
玄
逸
山
人
は
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
な
く
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
お
墓
は
最
早
苔
む
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

私
は
山
人
と
は
三
十
年
に
わ
た
る
旧
友
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
こ
に
こ
の
間
の
経
緯
を
記
し
て
、
彼
を
悼
み
、
ま
た
そ
の
事
業
を
慨
嘆
す
る
思
い
を
寄
せ
る

の
で
あ
る
。

巻
大
任
菱
湖
が
記
す
。

三
．
参
考
資
料

①
本
文
翻
刻

・
瑞
穂
町
『
瑞
穂
町
史
』（
一
九
七
四
）

・
入
間
市
『
入
間
市
史
』
中
世
史
料
・
金
石
文
編
（
一
九
八
三
）

②
翻
刻
並
び
に
訳
注
（
「
素
読
」
と
し
て
訓
読
し
、
「
俚
読
」
と
し
て
和
語
を
と
り
ま
ぜ
た
訳
）

・
沢
田
泉
山
『
入
間
碑
集
』
（
明
治
三
（
一
八
七
○
）
、
私
家
版
）
、
所
沢
市
史
編
さ
ん
室
『
入
間
碑
集
―

所
沢
市
史
調
査
資
料
別
集
１
―
』
（
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
）
翻
刻
。

③
訓
読
な
ら
び
に
解
説

・
大
護
八
郎
、
埼
玉
県
茶
業
協
会
著
『
狭
山
茶
業
史
』（
埼
玉
県
茶
業
協
会
、
一
九
七
三
）。

④
関
連
碑
文

・
金
子
「
狹
山
茶
塲
碑
」（
「
入
間
○
三
」）

・
宮
寺
「
茶
塲
後
碑
」（
「
入
間
○
四
」
）

・
金
子
「
北
狹
山
茶
場
碑
」（
「
入
間
○
五
」）

・
瑞
穂
「
狹
山
茶
場
之
碑
」（
「
東
京
○
一
」）

以
上

二
○
二
四
円
年
七
月
、
薄
井
俊
二
訳
す


